
＜教育利用＞ ④ 情報科生徒に対する生成AI基礎講座

山形県立酒田光陵高等学校【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

生成AI基礎講座
◆ 目的

情報技術者を目指す情報科の生徒に対して、正しい生成ＡＩの利用方法を身につけ、日常的な生成AIの活用を目指す。

◆ 内容
情報科の生徒に「生成ＡＩモラル講座」と「生成AIの使い方～プロンプトエンジニアリング～」の2つの講座を実施し
知識と基礎的な技術を身につけた上で「情報科生成AI読書感想文コンクール」を実施

情報科生成AIモラル講座 生成AIの使い方～プロンプトエンジニアリング～

授業者 ：情報科教員
授業内容：生成AIとは・生成AIの仕組み

生成AIのメリットとデメリット
酒田光陵高校生成AI利用ポリシー
（他科の内容と比べ一部高度化している）

実施授業：各学年の情報科専門教科

授業者 ：情報科教員
授業内容：酒田光陵高校生成AI利用ポリシー

生成AIの使いどころ
プロンプトエンジニアリング
（プロンプトの型とマークダウン記法）

実施授業：各学年の情報科専門教科 資料資料

https://sites.google.com/sakatakoryo.jp/koryoaidoc2023/ https://sites.google.com/sakatakoryo.jp/koryoaidoc2023/

https://docs.google.com/presentation/d/1DWpY3XJ2hlLFD6J5XQBUgFo2A5JBhUzt7PVAGDCsl_8/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/presentation/d/1DWpY3XJ2hlLFD6J5XQBUgFo2A5JBhUzt7PVAGDCsl_8/edit?usp=sharing
https://youtu.be/EFiBX2KbRws
https://docs.google.com/presentation/d/1RboS7TvzHiYlcTys_N33AdOuyPtGPl9_HJTKofZ0S9k/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/presentation/d/1RboS7TvzHiYlcTys_N33AdOuyPtGPl9_HJTKofZ0S9k/edit?usp=sharing


＜教育利用＞ ④ 情報科生徒に対する生成AIの正しい利用と積極的な活用を目指した講座の実施

山形県立酒田光陵高等学校【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

情報科生成AI読書感想文コンクール

課題 ：生成AIの出力のみで「走れメロス」の読書感想文を生成せよ。文字数は800字
とし、対話プロンプトもすべて提出せよ。

工夫点：・プロンプトをすべて提出させることで、対話による生成AI利用を意識づける。

・課題を著作権の保護期間を過ぎたものとし、追加データとして入力できるようにした。
・評価のルーブリックを事前に提示したうえで生成された感想文の自己評価を促し、生成され
た情報を確かめることを意識づけた。

・提出されたプロンプトを共有し、プロンプトの書き方を確認させた。
・自分で読書感想文を書いた時と比較させ、生成AIの利用について考える活動を行った。

情報科生徒に対する生成AIの正しい利用と積極的な活用を目指した講座成果と課題
◆ 生成AI基礎講座実施前後の生成AI利用頻度調査(情報科1・2年次)

➢ 情報科では、生成AIの利用が当たり前になりつつある。特に「課題研究」「ITサ
イエンス部」「やまがたAI部」など活用により、自分の興味・関心に合わせた、
個々の活動に対して内容の高度化が見られる。

➢ ガイドラインの認知率も高く(様式B-4参照)、多く利用することで効果があった。

◆ 安易に利用してしまうこともまだ見られる
➢ 自分の知らない技術に対して、思考前に安易に利用してしまう現象もみられる。

生成AIとの付き合い方、知識・思考力・判断力の継続的な指導を行う必要がある。

生成AI基礎講座前 生成AI基礎講座後

使用したことがない 45.31% 0

一度だけ使用した 15.63% 0

数回試してみた（数が数えられる程度） 31.25% 17.46%

1か月に1,2回は利用している 3.13% 20.63%

一週間に1回は利用している 1.56% 20.63%

一週間に2,3回は利用している 0 15.87%

よく利用している 3.13% 25.40%


